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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

合理的配慮を踏まえた個別の教育支援計画
を作成し、個別の指導計画に基づいた学習の
状況や結果を適切に評価し、指導の改善を図
る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

学期末に在籍しない短期の在籍生
については評価には至らないが、
前籍校へ 通信表の写しを送付する
などして、学習内容を引き継ぐ必要
がある。学習内容等をどのように伝
えるかを検討していく。

ＩＣＴ教材の活用や体験的活動など、指導法を
工夫することにより、わかる喜びを実感できる
授業を行い、基礎的・基本的な知識・技能の
定着を図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

大型液晶テレビの設置、アプリの活
用などにより、ＩＣＴ教材がより有効
に活用されるようになった。各教科
指導においても学習の発展として、
体験的活動を組み入れていく必要
がある

教育課程に児童生徒の病態を考慮した系統
的・体系的なキャリア教育を位置づけ、その
充実を図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

キャリア教育の全体計画に基づ
き、様々な活動をキャリア教育の視
点を踏まえ計画する。進路指導に
関わる情報を整理し、時系列で意
識する。前籍校からの情報提供な
ど密な連携が必要になる。

保健教育や道徳教育を通して、自他を大切に
する心を育て、基本的な生活習慣を身につけ
させる。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

養護教諭も入り、継続して保健指
導を行う。道徳教育全体計画に基
づき、様々な場面や教科の中で自
他を大切にする教育を行う。

具体的な支援に活かせる事例研究や指導法
の工夫など、専門性の向上をめざした校内研
究を進める。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

病弱教育に関わる専門性向上のた
めに、教育だけでなく医療・福祉等
の様々な分野の研修会を開催す
る。異校種参観も定期的に計画し、
教科の専門性の向上も目指す。

行き届いたチーム支援に努めるとともに、地
域の関係機関と連携しながら、体験的活動や
校外学習の充実を図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

在籍期間の短い児童生徒が多く、
計画や取り組み方が難しい面があ
るが、校外学習はとても有意義な
活動であるので、企画・実践してい
く。教科としての校外学習も、それ
ぞれの教科で検討していく。また、
いきいき教育やボランティアを活用
し体験的な学習を増やす。

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

山梨県立富士見支援学校旭分校　校長 石原　一彦
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できていない。
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達
成
度

自己評価結果

B

児童生徒の健康管理指導、中学部の保
健指導を養護教諭も入って実施した。愛
校作業や植栽活動に取り組み、環境に
対する意識や社会性を高めることができ
た。

1

2

年度末評価（３月１３日現在）

各学期の始めに各教科・自立活動と指
導計画を職員間で共通理解して指導に
当たることができた。学期の途中の転入
の場合は転入1ヶ月後を目処に指導計画
を作成して共通理解を図った。評価につ
いても同様に会議をもち適切な評価に努
めた。個別の教育支援計画は２名作成し
た。

各教科でパソコン教材、インターネット、
パワーポイント等を活用した。学習指導
においても基礎的・基本的な知識・技能
の定着やわかる授業をめざして取り組
み、概ね目標は達せられた。

段階別指導を踏まえ、個々の実態に即し
た自立活動の指導を行うことができた。
学年ごとの進路集会を定期的に実施す
ることが難しかったが、実態に応じ適宜
実施した。

本年度の重点目標

児童生徒の実態に即した支援や学習
指導を行い、一人一人の確かな学力
を育む。

健やかな心身の涵養とよりよい人間
関係の形成を図り、社会に参加する
態度を育成する。

A

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

子どもたちの病状に配慮し、健康の回復を図りながら義務教育における学習空白を補完するとともに、社会の中で人と関わりながら生きていくための力を育む。

学校関係者評価

実施日　（平成３１年２月１９日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

学校目標・経営方針

本年度の重点目標
できている。

病弱児教育に関する専門性の充実を
図り、信頼される学校づくりを行う。

・病気について積極的に勉強されていて、とても熱心な様子
がうかがえ良い。
・チームワークを向上させるため、またよりよい組織を作るた
めの様々な工夫や調整が行われていると理解する。このよ
うな取組（システム）が継続して引き継がれていくための県
教委、学校、関連施設の広範なシステムづくりが必要である
と考える。

・難しい個別のケースに対応され、素晴らしい教育を行って
いると 思う。ＩＣＴにも取り組み、積極性を感じる。
・学校行事等に新しい活動を取り入れ、児童生徒が主体的
体験的に学ぶ機会が提供されている。異校種間授業参観
の取組は重要であり、継続・発展させていくことを望む。
・PCでの学習発表や運動の時間を意識して取り入れている
様子など、社会に出ても役立つスキルや身体づくりを考えた
授業を行っていることがよく分かった。

・診察をとおして、子どもたちの心の豊かさを感じ、よりよい
指導が行われていると考える。
・キャリア教育の実施内容等について、本校と分校間で情報
交換共有を増やし、その系統性・体系生を高めていくこ
とが、より望ましい。

4

4

4A

自立活動の実践についての事例研究を
行ったことで、全員が積極的に研究会に
参加し、活発な意見交換を行うことがで
きた。資質向上のために北病院と連携
し、病理研修会等を実施した。相互授業
参観では授業改善・工夫し授業力向上を
目指した。

学部行事として、宿泊学習や地域の社
会福祉村まつりに取り組んだ。個々の状
況に応じた参加体制をとり、ねらいを設
定し様々な体験活動を行った。いきいき
教育地域人材活用推進事業では外部講
師を招聘し３回実施した。普段ではなか
なか経験できない貴重な経験をさせるこ
とができた。

１　児童生徒の実態に即した支援や学習指導を行い、一人一人
の確かな学力を育む。

２　健やかな心身の涵養とよりよい人間関係の形成を図り、社会
に参加する態度を育成する。

３　病弱児教育に関する専門性の充実を図り、信頼される学校づ
くりを行う。


